
平成29年６月30日現在の暫定値によると、平成29年1月以降の埼玉労働
局管内の建設業における死傷災害は243件、そのうち墜落・転落は88件発
生していますが、平成28年の同時期の件数はそれぞれ203件と60件であり、
増加した40件のうち、墜落・転落が28件と70％を占めています。
29年に入ってから発生した墜落・転落のうち、脚立やはしごからの墜落・
転落が31％を占めており、それに続いて、屋根の端・母屋・けた・合掌の上
からが13％、足場の上からの墜落が11％となっておりますので、高所から
の墜落防止措置の徹底をお願いいたします。

建設業の皆様へ建設業の皆様へ

死傷災害の状況

移動はしご（安衛則第527条）
１ 丈夫な構造
２ 材料は著しい損傷、腐食等がない
３ 幅は30㎝以上
４ すべり止め措置の取付その他転位
を防止するための必要な措置

脚立（安衛則第528条）
１ 丈夫な構造
２ 材料は著しい損傷、腐食等がない
３ 脚と水平面との角度を75度以下とし、
折りたたみ式のものは、角度を確実に保
つための金具等を備える

４ 踏み面は作業を安全に行うため必要な
面積を有する



埼玉労働局（http://saitama-roudoukyoku. js ite .mhlw.go. jp/）・労働基準監督署

足場の設置が困難な場所における高所作業では、適切な安全帯の取付設備を
設け、適正な保護具を正しく装着しましょう
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平成29年1月1日～6月30日の建設業における死亡及び休業4日以上の災害について 

１ 建設業で発生した労働災害243件の事故型別発生状況（6月末暫定値） 

 

 

 

２ 墜落の起因物別の状況 

① はしご等：３１％   はしご等の内訳：脚立62％、はしご28.5％ 

② 屋根、はり、もや、けた、合掌：１３％ 

③ 足場：１１％ 

④ 階段、桟橋：９％ 

⑤ 建築物、構築物：８％ 

⑥ トラック：6％ 

その他の 22％の内訳 

各３．３％：（開口部） （その他の仮設物、建築物、構築物等） 

各２．２％：（作業床、歩み板）（高所作業車）（移動式クレーン）（その他の用具）（立木

等） 

各１．１％：（掘削用機械）（クレーン）（荷姿の物）(通路) 
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１ はしごによる災害事例 

 

 

２ 脚立による災害事例 

 

 


